
―
―
相
羽
建
設
と
は

東
村
山
市
に
あ
る

「
地
域
工
務
店
」
で

す
。
代
替
わ
り
し
て

７
年
経
ち
ま
す
が
、

営
業
エ
リ
ア
を
広
げ

る
の
で
は
な
く
、
こ

の
地
域
と
共
に
生
き

る
路
線
で
経
営
し
て

き
ま
し
た
。

―
―
売
上
高
の
分
野
別
構
成

比
は
？

２
０
１
７
年
５
月
期
の
売

上
高
構
成
比
は
、
新
築
住
宅

40
％
・
木
造
施
設
（
保
育
園
・

幼
稚
園
が
中
心
）
30
％
・
リ

フ
ォ
ー
ム
20
％
・
不
動
産
と

そ
の
他
事
業
10
％
で
し
た
。

木
造
施
設
分
野
で
、
吉
阪

隆
正
さ
ん
の
代
表
作
で
あ
る

大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
八

王
子
）
の
食
堂
棟
を
「
木
造

ド
ミ
ノ
」
で
受
注
し
設
計
施

工
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で

す
。
地
元
の
木
材
を
使
っ
て

地
元
の
人
た
ち
と
の
工
夫
で

つ
く
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

印
象
深
い
仕
事
で
し
た
。

―
―
社
員
数
は
。

正
社
員
約
40
人
、
ア
ル
バ

イ
ト
入
れ
て
約
50
人
で
す
。

正
社
員
の
内
訳
は
、
営
業
５

人
・
設
計
５
人
・
工
事
７
～

８
人
・
広
報
２
人
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
５
人
、

こ
れ
に
役
員
と
総
務
ス
タ
ッ

フ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
員
大
工
は
現
在

５
人
、
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
入
社

し
た
ら
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
に
通
っ

て
も
ら
う
仕
組
み

に
し
ま
し
た
。
先

代
の
と
き
は
、
10
～
20
年
以

上
の
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
手
間

請
け
大
工
さ
ん
に
若
い
大
工

を
採
用
し
て
も
ら
い
、
育
て

て
も
ら
う
と
い
う
や
り
方
で

し
た
。
し
か
し
、
金
銭
的
に

も
、
時
代
的
に
も
難
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
員

大
工
を
自
社
で
採
用
・
育
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
新
人
大
工
を
自
社
で
採

用
・
育
成
し
始
め
た
理
由
。

田
無
工
業
高
校
の
先
生
か

ら
は
「
修
行
の
側
面
が
あ
る

こ
と
は
わ
か
る
け
れ
ど
、
学

校
側
と
し
て
は
個
人
事
業
主

を
生
徒
に
斡
旋
と
い
う
や
り

方
は
難
し
い
」
と
。
そ
う
言

わ
れ
た
こ
と
が
社
員
大
工
化

に
踏
み
切
る
大
き
な
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
社
は
分
譲
・

不
動
産
が
主
力
で
し
た
が
、

自
分
の
代
で
同
じ
や
り
方
を

続
け
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ

か
ら
の
脱
却
志
向
も
背
景
に

あ
り
ま
す
。
分
譲
は
う
ま
く
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未来の担い手を自社で計画的に育てる
に な

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
学
校
で
す
。
建
築
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば
入
学
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
の
大
学
や
専
門

学
校
と
の
大
き
な
違
い
で
す
。
最
近
、
若
手
の
技
術
・
技
能
者
の
確
保

と
育
成
の
た
め
に
、
中
小
建
設
事
業
主
が
本
校
を
活
用
す
る
動
き
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
建
築
カ
レ
ッ
ジ
を
新
人
教
育
の
場
に
位
置
づ
け
、
３

年
前
か
ら
毎
年
、
新
入
社
員
を
研
修
派
遣
し
て
い
る
相
羽
建
設
（
東
村

山
市
）
も
そ
の
一
つ
で
す
。
相
羽
健
太
郎
社
長
に
そ
の
狙
い
と
カ
レ
ッ

ジ
教
育
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

相羽健太郎社長

第23期生［2018年4月入学生］募集中

「若手の確保・育成」中小工務店は連携しよう

採
用
し
た
ら
建
築
カ
レ
ッ
ジ
で
研
修

教
育
制
度
を
確
立
し
た
相
羽
建
設
社
長
に
聞
く

「手仕事」と「食」がテーマの交流広場「つむじ」。

府中街道沿いにある相羽建設の拠点 photo_Masao Nishikawa

授業＆学校見学は お気軽に！
「
人
に
投
資
」
を
決
断

お問い合わせ・資料請求は下記まで

東京建築カレッジ 事務局 ０３・５９５０・１７７１

［東京土建技術研修センター内］月～金、９時～１８時

第１回募集日程

学校説明会 ８月２９日（火曜）午後２時・午後７時

応募締切 ９月 ７日（木曜）

試験日 ９月１３日（水曜）午前１０時～

結果発表 ９月１５日（金曜）

第２～４回募集日程は、東京建築カレッジのウェブサ

イトに掲出の募集要項をご参照ください。



い
け
ば
利
益
は
高
い
が
、

次
々
に
投
資
が
必
要
、

そ
の
や
り
方
か
ら
脱
却

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
で
は
ど
う
す
る
か
。

人
に
投
資
し
て
い
こ

う
。
そ
れ
が
一
番
、
リ

タ
ー
ン
が
高
い
と
考
え

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ

タ
ー
ン
で
す
け
れ
ど
ね
。

先
代
の
と
き
の
大
工

が
60
代
、
彼
ら
の
引
退

が
早
い
の
か
、
加
瀬
彰

一
・
長
井
駿
（
カ
レ
ッ

ジ
第
20
期
生
）
を
は
じ

め
若
い
社
員
大
工
た
ち

が
育
つ
の
が
早
い
の
か
。

彼
ら
に
も
そ
れ
は
言
っ

て
い
ま
す
。

建
築
科
が
あ
る
田
無

工
業
高
校
が
近
く
に
あ
っ

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た

で
す
。
田
無
工
高
と
の

ご
縁
の
き
っ
か
け
は
弊

社
で
建
設
し
た
、
東
京

都
の
長
寿
命
環
境
配
慮

型
住
宅
事
業
の
「
ソ
ー

ラ
ー
タ
ウ
ン
府
中
」
に

先
生
や
生
徒
さ
ん
数
十

名
が
見
学
に
来
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
長
期
就
業
訓
練

の
派
遣
や
受
け
入
れ
、

Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議
所
）

な
ど
の
活
動
を
通
じ
て

弊
社
専
務
が
田
無
工
業

高
校
に
職
業
講
話
で
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
縁

が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。

―
―
東
京
建
築
カ
レ
ッ

ジ
の
こ
と
は
ど
こ
で
知

り
ま
し
た
か
？

親
方
の
大
工
が
新
人

を
採
っ
て
い
た
頃
か
ら

カ
レ
ッ
ジ
に
行
か
せ
て

い
ま
し
た
。
大
工
塾
か

ら
も
何
人
か
採
り
、
こ

の
場
合
も
親
方
に
雇
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
秋
山
和
雄
棟
梁
か

ら
「
大
工
塾
よ
り
も
建

築
カ
レ
ッ
ジ
の
ほ
う
が

良
い
」
と
推
薦
が
あ
り
、

加
瀬
と
長
井
を
最
初
に

行
か
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
２
年
間
は

と
て
も
良
い
期
間
と
な

り
ま
し
た
。
週
の
前
半

は
親
方
の
下
で
働
き
、

金
曜
、
土
曜
は
カ
レ
ッ

ジ
に
通
わ
せ
る
と
い
う

の
が
、
新
人
の
２
年
間

の
基
本
ス
タ
イ
ル
と
な

り
ま
し
た
。

―
―
カ
レ
ッ
ジ
の
２
年

間
を
含
め
た
育
成
期
間

の
設
定
は
。

う
ち
は
７
年
間
、
直

雇
用
で
す
。
そ
の
先
は

３
つ
の
選
択
肢
を
用
意
。

１
つ
は
８
年
目
に
独
立

の
道
、
も
う
一
つ
は
親

方
の
と
こ
ろ
に
転
籍
、

も
う
一
つ
は
相
羽
建
設

の
社
員
の
ま
ま
で
い
る

と
い
う
道
で
す
。

当
社
の
費
用
負
担
を

考
え
る
と
、
こ
の
期
間

を
５
年
に
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
18
歳
で
入

社
し
て
５
年
で
23
歳
。

こ
れ
で
「
親
方
」
に
し

て
、
上
棟
式
な
ど
で
挨

拶
さ
せ
て
信
頼
を
得
ら

れ
る
の
か
、
と
考
え
ま

し
た
。
な
の
で
７
年
に

設
定
し
た
の
で
す
。

技
術
は
親
方
と
カ
レ
ッ

ジ
に
教
え
込
ん
で
も
ら

う
、
若
者
の
心
を
育
て

る
の
が
僕
ら
の
役
割
。

今
、
こ
の
仕
組
み
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
親
方

は
３
人
で
す
。
そ
れ
か
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本校の在校生、卒業生が出場する「全建総連東京都連 第31回

青年技能競技大会」（出場選手24人）が７月23日、都立多摩職

業能力開発センター府中校で開催され、９月19～21日に愛知県

で開かれる「全建総連 全国青年技能競技大会」出場選手が決ま

りました。

第１位 金賞 氏平達也さん（第11期生、カレッジ指導員）、

第２位 銀賞 柴田輝実さん（第13期生）、第３位 銅賞 菅原将

太さん、第４位 千葉幸大さん（第10期生、カレッジ指導員）、

第５位 小林貴志さん（第20期生）、第6位 赤井立矢さん（第13

期生、カレッジ指導員）、審査員奨励賞 三浦伸晃さん。

この大会は、「四方転び踏み台」を共通課題に、制限時間6時

間で、原寸図、木拵え、墨付け、加工、組み立ての精度を競う

ものです。全国大会の予選会であり、上位４位までの選手が全

国青年技能競技大会に進みます。

氏平さん、柴田さん、千葉さん、全国大会へ
全国青年技能競技大会 東京予選

１
面
か
ら
・
相
羽
建
設
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

田
無
工
業
高
校
と
信
頼
関
係

今年３月卒業、第20期生 長井駿さん

左
端
か
ら
、
千
葉
さ
ん
、
柴
田
さ
ん
、
氏
平
さ
ん



ら
、
一
定
期
間
過
ぎ
て
、

大
工
に
は
向
か
な
い
、

と
い
う
判
断
も
あ
り
え

ま
す
。
そ
う
い
う
場
合

は
、
現
場
監
督
に
な
っ

て
も
ら
う
と
い
う
道
も

想
定
し
て
い
ま
す
。

弊
社
は
、
月
に
一
度

の
全
社
員
会
議
に
は
必

ず
参
加
さ
せ
ま
す
。
そ

こ
で
研
修
も
行
な
い
ま

す
し
、
各
自
の
悩
み
な

ど
は
上
長
が
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
ま
す
。
私
は
「
技

術
と
心
の
両
方
を
磨
い

て
い
こ
う
ね
」
と
繰
り

返
し
語
り
か
け
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
、
雇
用

の
定
着
・
継
続
に
つ
い

て
は
相
羽
建
設
が
リ
ス

ク
を
取
り
、
若
者
を
育

て
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。そ

れ
か
ら
、
親
方
も

な
る
べ
く
30
代
の
大
工

に
つ
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
先
輩
的
大
工

の
ほ
う
が
相
談
し
や
す

い
だ
ろ
う
か
ら
。
60
代

以
上
の
親
方
だ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
す
ぎ
ま
す
。

―
―
労
働
条
件
は
？

最
低
賃
金
ク
リ
ア
は

当
然
で
す
。
就
業
時
間

は
午
前
８
時
～
午
後
６

時
で
、
２
時
間
休
憩
に

し
て
い
ま
す
。
親
方
に

は
こ
れ
を
極
力
守
っ
て

ほ
し
い
。
定
時
で
退
勤

さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
は
っ

き
り
伝
え
て
い
ま
す
。

休
日
取
得
を
含
め
て
、

建
設
業
全
体
が
変
わ
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
を
日
々
実
感
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○

○

○

―
―
カ
レ
ッ
ジ
教
育
の

評
価
と
要
望
は
？

遅
刻
・
欠
席
が
多
く

な
っ
た
社
員
大
工
に
親

身
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ま

だ
私
は
全
体
を
理
解
し

き
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

本
人
た
ち
が
楽
し
く
や

り
が
い
を
持
っ
て
過
ご

し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
内

容
的
に
は
、
現
場
作
業

と
の
ズ
レ
は
感
じ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
原
理

原
則
を
カ
レ
ッ
ジ
で
き

ち
ん
と
学
ぶ
こ
と
は
と

て
も
大
事
で
す
。

何
よ
り
も
金
曜
、
土

曜
が
彼
ら
に
と
っ
て
大

き
な
息
抜
き
的
な
場
に

な
る
の
が
良
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
同
じ
世
界
で

頑
張
っ
て
い
る
友
人
が

で
き
る
。
そ
の
こ
と
が

彼
ら
の
人
生
に
と
っ
て

大
切
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
以

上
に
評
価
し
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
弊

社
の
社
員
大
工
達
が
や

め
ず
に
続
い
て
い
る
の

も
カ
レ
ッ
ジ
の
先
生
や

友
だ
ち
の
お
か
げ
で
す
。

○

○

○

―
―
「
町
場
」
の
工
務

店
の
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

僕
ら
も
試
行
錯
誤
の

毎
日
で
す
。
も
の
づ
く

り
以
上
に
人
づ
く
り
は

難
し
い
。
頭
で
分
か
っ

て
い
て
も
初
め
て
の
実

践
な
の
で
。
親
方
た
ち

の
人
を
育
て
る
ご
苦
労

も
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
に
か
く
、
い

か
に
続
け
さ
せ
て
一
人

前
に
す
る
か
。
何
と
か

３
年
、
３
年
間
頑
張
ら

せ
る
こ
と
が
ま
ず
大
事
。

根
競
べ
の
面
も
あ
り
ま

す
ね
。

第
一
に
強
調
し
た
い

の
は
、
良
い
も
の
を
つ

く
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず

認
め
て
も
ら
え
る
と
い

う
こ
と
は
真
理
で
す
が
、

一
方
で
、
良
い
も
の
を

つ
く
る
の
は
当
た
り
前

で
、
良
い
も
の
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

努
力
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
す
。
「
大
工
、

職
人
、
建
築
っ
て

素
晴
ら
し
い
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
伝
え
き

れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
良
い
も

の
づ
く
り
を
良
い

形
で
つ
な
い
で
い

く
こ
と
が
大
切
で

す
。第

二
に
、
大
き

い
こ
と
だ
け
が
良

い
時
代
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
今

は
（
「
町
場
」
の
建
築

業
界
も
）
、
大
資
本
に

集
約
さ
れ
て
い
く
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

小
資
本
の
連
携
で
乗
り

越
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
い

く
つ
か
の
工
務
店
が
一

緒
に
若
者
を
育
て
て
い

く
よ
う
な
や
り
方
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
国

一
城
の
主
で
す
か
ら
価

値
観
は
違
う
で
し
ょ
う
。

で
も
連
携
・
連
動
は
可

能
で
す
。
一
緒
に
採
用

し
育
て
て
い
く
よ
う
な

方
向
を
目
指
し
た
い
で

す
ね
。

こ
の
間
、
代
替
わ
り

し
て
い
る
工
務
店
で
は

ど
こ
も
職
人
不
足
を
ど

う
す
る
か
、
悩
ん
で
い

ま
す
。
同
業
他
社
と
い

う
ラ
イ
バ
ル
で
は
あ
り

ま
す
が
、
職
人
を
育
て

た
い
と
い
う
点
で
は
仲

間
で
す
。
な
に
か
共
同

で
き
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
７

年
間
は
ブ
ラ
ン
ク
無
く
、

採
用
し
て
い
き
ま
す
。

来
春
入
学
の
第
23
期
生

で
も
建
築
カ
レ
ッ
ジ
に

お
世
話
に
な
る
予
定
で

す
。

（
取
材
日
＝
７
月
18
日
）
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子ども工作教室後の記念撮影 photo_Yurica Terashima

親
方
と
新
入
社
員
の
関
係
に
も
気
配
り

工
務
店
が
共
同
で
若
者
を
育
て
る
仕
組
み
を

今
年
３
月
卒
業
、
第
20
期
生

加
瀬
彰
一
さ
ん
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東
京
都
は
８
月
９
日
（
水
）
～
11
日
（
金
）
、

日
本
を
支
え
て
き
た
伝
統
的
な
匠
の
技
と
最
先
端

の
も
の
づ
く
り
技
術
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
も
の

づ
く
り
・
匠
の
技
の
祭
典
２
０
１
７
」
を
開
催
し

ま
す
。
会
場
は
「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
ホ
ー

ル
Ｅ
（
地
下
2
階
）
。
衣
・
食
・
住
・
工
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
優
れ
た
技
を
、
見
る
だ
け
で
な
く
、

自
ら
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

昨
年
同
様
、
本
校
の
母
体
、
東
京
土
建
一
般
労

働
組
合
が
加
盟
す
る
「
全
国
建
設
労
働
組
合
総
連

合
」
（
全
建
総
連
）

東
京
都
連
合
会
が

出
展
。
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
の
指
導

員
の
先
生
も
参
加

し
て
「
伝
統
建
築
」

の
魅
力
を
発
信
す

る
建
前
・
上
棟
を

実
演
披
露
し
ま
す

（
写
真
は
昨
年
の

様
子
）
。
詳
し
く

は
イ
ベ
ン
ト
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

東京建築カレッジ第19回公開講座「『住まいの文化』その継承と未来」 「
町
医
者
的
大
工
の
確
保
が
不
可
欠
」
（

内
田
青
蔵
氏
）

７月16日、立教大学池袋キャンパスで開催した、

東京建築カレッジ第19回公開講座「『住まいの文

化』その継承と未来」は、約150人の受講者数で

成功しました。今回の講座を通じて建築カレッジ

を初めて知ったという初参加の受講者が多く、建

築に関心を持つ一般市民に、本校の存在をアピー

ルするイベントとなりました。

内田青蔵さんは基調講演で「スクラップ＆ビル

ドからキープ＆チェンジへ」というスローガンを

提示し、その実践のためには、「町のお医者さん」

的な地域密着の建築技術技能者の存在がきわめて

重要と語りました。

パネルディスカッションでは、西荻窪の「一欅

庵（いっきょあん）」のオーナー、辻 寛（つじ

ゆたか）さんが、昭和８年築の自宅は当時の木造

建築技術のレベルの高さを物語るものがたくさん

ある、と魅力的な写真で、受講者を魅了。 建築

カレッジ第11期生の西川みつ子さんは、あきる野

市の養沢活性化委員会の活動で、荒れ果てた空き

家を再生した経験を紹介しました。ここでも木造

建築の確かな技術と知識が必須となります。第５

期生の小松完さんは、足立区内で自ら手がけた大

規模なリフォームについて語りました。長い歴史

を経た住宅には、思いがけない発見が随所にあり、

小松さんの腕と発想を信頼する「乗りの良い」施

主さんと、楽しみながら「キープ＆チェンジ」を

実現したそうです。進行役を務めた本校講師の金

田正夫さんは、小松さんの仕事に触れながら、建

材メーカーの「カタログから材料を選ぶ家づくり

をしていたら、失われてしまう技術技能がある」

と持論を展開しました。

第19回公開講座は、東京建築カレッジの社会的

使命、存在意義を改めて明確にしました。経年し

た建築を次代に受け継ぐという文化性と地球環境

保全への貢献の両面で、その営みを可能にする建

築の専門技術技能者の役割が重要になっているこ

と、その担い手を育てる教育機関の重要性が浮き

彫りになりました。そのことの意味を、主催者と

してかみしめ、前進したいと思います。

広範な市民の関心集めて、150人の参加で成功

広く市民にひらかれた学校をめざす

東京建築カレッジの新企画「ミニ公開講座」
☆８月４日（金曜）から始まります。

第１シリーズ「エアコンを使わずに、
快適に暮らす住まいづくり」

☆毎月１回開講（全８講）

日時 ８月４日（金） 午後７時～午後８時30分

会場 東京建築カレッジ 池袋校舎 ［参加無料］

担当 金田正夫 講師（無垢里一級建築士事務所）

詳しくは
カレッジの
ウェブサイトに


